
(2)財源問題 

国 負 担  地方負担  

既設新幹線
譲渡収入 

724億円/年 

公共事業関
係費 

地方債 90% 10% 

交付税措置 

45% 

地方負担 

45% 

一般 

財源 

全体の3分の2 全体の3分の1 
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3.問題点 

※建設費の構造 
新幹線の建設費は、3分の2を国が負担、残りを地方（都道府県）が
負担することになっている。地方負担分のうち、90％は地方債の発

行が可能、さらにその半分は地方交付税が措置される。そのため、
北海道の実質負担額は建設費の約18％になる。 



3.問題点 
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計画認可 
計画認可時 
4670億円 

平成23年度 
5548億円 

増額 

新青森～新函館 

材料費物価上昇分 

青函トンネル改修費 

雪害対策費 

災害による脱線対策 

計画認可 計画認可 

増額 

新函館～札幌 当初予定建設費 
 1兆800億円 

平成23年時点 
1兆6700億円 



建設費増加の内訳 
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新青森～新函館 新函館～札幌
材料費の物価上昇分 321 3167
青函トンネルの改修 280
雪害対策 187 1845
震災をふまえた脱線対策 47 464
その他 43 424
合計 878 5900

単位：億円 

3.問題点 

出典：国土交通省ホームページより筆者推計 



(3)利用者数 

 

 

16 

3.問題点 

少子高齢化 
人口減少 

高齢者の 
貯蓄減少 

開通までの 
長い年月 

新
幹
線
利
用
者
・旅
行
者
の
減
少 

経
済
効
果
に
変
動 



4.提言 

(1)トレイン・オン・トレインシステム 

新青森～新函館（仮称）間、青函トンネルを含む供用区間82㎞の 

在来線貨物列車と新幹線のすれ違い、安全性の問題 

・新しい線路を作るには費用がかかりすぎる 

・減速等の対策は新幹線のメリットの消失 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレイン・オン・トレインシステムによるメリット 

・新幹線貨物列車に在来貨物（コンテナ）列車を搭載 

・安全レベルが向上、安定的ダイヤの確保 

・青函トンネル内に新しく新幹線用レールを引く必要が無くなり 

 コストの削減につながる 
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4.提言 

(2)財源 

・北海道新幹線開発投資に対する国民の理解 

→北海道新幹線の開発がもたらす経済効果、景気対策 

 

・貸付料の期間の延長 

→機構から年間の貸付料が延長することにより財源増加する
可能性が見込める 

 

・貸付期間終了後の機構からＪＲへ新幹線施設の売却 

→法律で他の鉄道私鉄の譲渡価額の規定はあるが、新幹線に
ついてはこの規定がない為可能性として考えられる。 
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4. 提言 
(3)利用者増加のために 
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観光者数を増やすには… 

PR活動の促進 
 
少子高齢化対策 

 
新幹線開通を意識したまちづくり 

 
二次交通の充実 

 



生産誘発額 粗付加価値換算 

直接効果 1684 917 

1次生産誘発効果 773 434 

2次生産誘発効果 582 375 

合計 3039 1726 

開業後の新たな需要発生による経済効果 
(平成22年度データから試算） 

生産誘発額 3039億円/年発生 

北海道のGDPの1726億円/年に相当 

単位：億円 

出典：北海道開発局 2005年産業連関表より試算 

4. 提言 
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約2900兆円/年の 
需要発生 
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4. 提言 
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出典：北海道開発局 2005年産業連関表より試算 



5.終わりに 
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少子高齢化、環境問題、景気問題といった未来の課題 

新幹線の 
建設により… 

少子高齢化 
→地域の繋がりを 
強め、地域の 
過疎化を防ぐ 

環境問題 
→CO2排出量は 
飛行機の1/5, バス
の1/7,車の1/8 

景気問題 
→2900兆円の需要
増、生産誘発額3039

億円、北海道の
GDP1726億円増 

諸問題への
対策 

新幹線は北海道の未来の為の投資 

(1)まとめ 



6.今後の課題 
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今後の課題 

・建設費の経済効果、費用対効果の試算 

    建設によって発生する費用対効果の試算 

 

• 北海道新幹線の海外への影響 

    輸出入への影響、海外からの観光客への影響 

 

• 北海道新幹線建設の技術面での課題 

    トレインオントレイン等の技術面での課題 
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